
日
日
時(

時
間
は
24
時
間
表
示)

／

場
場
所
／
活
活
動
内
容
／
講
講
師
／

入
入
会
金
／
会
会
費
／
費
費
用
／
他

そ
の
他
／
問
問
合
せ

会

員

募

集

作
っ
て
吹
こ
う
日
本
の

横
笛

日
毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日

10
時

か
ら
／
場
五
日
市
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
／
活
し
の
笛
を
塩
ビ
管
で
作

り
、
日
本
の
歌
を
吹
き
ま
す
。
／
入

３
０
０
円
（
初
回
材
料
費
）
／
問
木

村
（
☎
５
９
８
・
１
１
３
１
）

鈴
木
裏
千
家
茶
道
教
室

日
月
２
回
の
土
曜
日

10
時
か
ら

（
約
３
時
間
）
／
場
五
日
市
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
他
／
活
裏
千
家
茶
道
の

教
室
で
す
。
未
経
験
者
も
歓
迎
、
見

学
無
料
で
す
。
／
会
月
３
千
円
／
問

森
田
（
☎
５
９
６
・
５
６
４
１
）

講

演

会

な

ど

孫
と
二
人
展
＆
友
情
展

日
３
月
25
日
㈮
～
29
日
㈫

10
時
～

17
時
（
初
日
14
時
か
ら
、
最
終
日
16

時
ま
で
）
／
場
あ
き
る
野
ル
ピ
ア
４

階
展
示
室
／
費
無
料
／
問
絵
手
紙
花

の
会
五
日
市

青
木
（
☎
０
８
０
・

１
０
２
７
・
５
５
４
０
）

愉
快
な
ボ
イ
ス
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
と
優
し
い
詩
吟

教
室

日
４
月
１
日
㈮

10
時
～
12
時
／
場

五
日
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
研
修
室

／
活
ユ
ニ
ー
ク
な
発
声
法
が
体
験
で

き
ま
す
。
／
講
古
城
精
宝
さ
ん
（
岳

精
流
日
本
吟
院

師
範
）
／
費
無
料

／
問
岳
精
流
日
本
吟
院
秋
川
教
場

片
山
（
☎
０
９
０
・
６
９
５
４
・
５

７
１
２
）

掲
載
希
望
問
合
せ

市
長
公
室

（
直
通
５
５
８
・
１
２
６
９
）

「広報あきる野」はスマートフォンなどでもご覧いただけます

電子版（PDF 版） アプリ版

市ホームページ
電子書籍

ポータルサイト
「TAMA ebooks」

行政情報アプリ
「マチイロ」

　あきる野の河川敷は、どんな季節でも「いいね」と思う場所です。きっ

と、同意見の方が多いでしょう。川の流れる音が癒やしてくれる場所であ

り、広い空や生き物の鳴き声、色鮮やかな植生環境はやはり最高です。私

が10年以上調べた結果、１２５種類とかなり多い野鳥の数を確認してい

る河川敷の環境は、魚類や昆虫類なども豊富で、実に多様性に溢れている

楽園です。

　その中で、代表となる秋川や多摩川などの川は多面性を持っています。

季節を巡り、様々な価値観が混在する場所でもあるため、人間活動は重要

な多様性に影響を与えてしまいます。よく見ると、生き物の採集、多数の

外来種、テグスなどの支障物の存在、滑走路も作られ空を飛ぶラジコン飛

行機、トビやカラスへの餌付、地域ネコ屋敷、焚火や野焼きなど…エアガ

ンで遊ぶ少年まで見たことがあります。また、不法投棄問題などもやはり

相次いでいます。残念ながら自然がこれらの負担を受けているようです。

しかし、短いスパンでは感じられないかも知れませんが、みんなの馴染み

の「河原」の環境は少しずつ変わって行きます。昔の河原はどんな感じだっ

たのだろうと、数十年前の白黒写真を確認できる程度で、後は想像するし

かありません。

　そんな市の河川敷ですが、令和元年の台風19号の後、大きなダメージ

を受けました。しばらくの間はガレ場だった場所は、日本の自然の回復力

に驚くほど植生環境が復活し、見事にきれいなススキやオギ原が広がるよ

うになった場所もあります（オオブタクサなどの外来種も復活した一方

で）。それに伴い、数年間もあまり見られなかったオオジュリンやホオア

カなどの小型の野鳥があきる野に飛来しました。また、今シーズンは寒波

の影響か、１月の頃はカワウやダイサギの大群れもやってきました。多摩

川合流点周辺で１００羽程度のカワウの群れがぐるぐると旋回する場面を

何度か確認しました。秋の渡りでこれだけの群れが見られますが、真冬で

はあまり見ていません。急増したこれらの大型の野鳥により様々な被害の

事例があるため、少し気になるのですが、冬の厳しさなどの影響により過

ごしやすい環境を探し求める野生動物には罪はないでしょう。やはり、河

原は人と野生生物、みんなの場所であるべきことを自然に教えられている

かも知れません。（パブロ）

写真　寒い中、多摩川で休み中のカ

ワウの群れ（その一部）の様子。も

う少し上流は、ダイサギやカラスの

大群も、それぞれでスタンバイして

いました。

森林レンジャーがゆく（116）
河原をゆく、あれこれ軍団

凡
例
…
内
内
容
／
日
日
時
（
時
間
は

24
時
間
表
示
）
／
場
場
所
／
対
対
象

／
持
持
ち
物
／
費
費
用
／
他
そ
の
他

／
問
申
込
み
・
問
合
せ

日
○
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
試
験
、

大
卒
程
度
試
験
）
…
３
月
18
日
㈮
～

４
月
４
日
㈪
（
受
付
期
間
）
、
４
月

24
日
㈰
（
第
１
次
試
験
日
）

○
一

般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）
…
３

月
18
日
㈮
～
４
月
４
日
㈪
（
受
付
期

間
）
、
６
月
12
日
㈰
（
第
１
次
試
験

日
）

○
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試

験
、
社
会
人
試
験
（
係
員
級
）
）
…

６
月
20
日
㈪
～
29
日
㈬
（
受
付
期

間
）
、
９
月
４
日
㈰
（
第
１
次
試
験

日
）
／
他
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
申

し
込
む
。
／
問
人
事
院
関
東
事
務
局

（
☎
０
４
８
・
７
４
０
・
２
０
０
６

～
８
）

内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
初
歩
か
ら
指
導

し
ま
す
。
地
域
の
人
と
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。
／
日
４
月
２
日
・
９
日
・
16

日
の
土
曜
日

午
前
９
時
～
正
午

（
全
３
回
、
雨
天
中
止
）
／
場
秋
川

駅
南
口
運
動
広
場
／
対
小
学
校
５
年

生
以
上
／
持
動
き
や
す
い
服
装
（
用

具
は
主
催
者
が
用
意
）
／
費
無
料
／

他
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

／
問
あ
き
る
野
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟

上
杉
（
☎
５

５
８
・
２
６
６
９
）、
芦
沢
（
☎
５

５
８
・
１
２
６
５
）

国
家
公
務
員
募
集

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル初

心
者
講
習
会

市
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
「
る

の
び
と
」（
あ
き
る
野
市
の
フ
ァ
ン
）

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、

市
の
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
「
る
の

び
と
」
を
運
用
し
て
い
ま
す
。
写
真

や
動
画
な
ど
で
市
の
魅
力
を
紹
介
し

て
い
ま
す
の
で
、
フ
ォ
ロ
ー
お
願
い

し
ま
す
。

▽
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
「
＃
る
の
び
と
」

を
つ
け
て
投
稿
し
よ
う

市
公
式

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
「
る
の
び
と
」

を
フ
ォ
ロ
ー
し
、
市
の
魅
力
あ
る

写
真
や
動
画
を
「
＃
る
の
び
と
」

を
つ
け
て
投
稿
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
職
員
が
選
考
の
上
、
市
公
式

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
紹
介
し
ま

す
。

▽
そ
の
他

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ

市
長
公
室

市公式
インスタグラム
「るのびと」

（7） 令和４年（2022年）３月15日  あきる野市役所　☎（042）558－1111㈹

（以下は広告枠です）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

官
公
庁
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

「
る
の
び
と
」を
フ
ォ
ロ
ー
し

よ
う

詳しくは、各団体へお問い合わせください。

市民の
　　　ひろば


